
 

 

 

 

 

 

 

 

    「折り紙」で身に付く力とは 

 

                                  旭川市立永山南小学校長  小 野 敦 司 

 

 遊びの中で，子ども達は普段とは違う顔を見せてくれます。なにげない話の中で，その子の好みや考え，

心情などその子らしさがぽろりと出てくることもあります。 

 それが楽しみで，休み時間にはできる限り校長室を開放し，折り紙，けん玉，紙工作，トランプ，ミニゲ

ーム等で遊びながら，子ども達と雑談を交わしてきましたが，この４年間はコロナやインフルエンザの影響

で，なかなか思うように入室してもらうことができませんでした。 

 ところで，この校長室の遊びで，やはり１番の人気は折り紙です。思い思いの作品を作り交換する子や，

できあがった作品をプレゼントしてくれる子。お互いに折り方を教え合う子。休み時間では完成せず，持ち

帰る子。お家で作った作品を持ってきてくれる子。 

 このような風景は，とても嬉しいことです。思っている以上に，折り紙には子ども達を引きつける力があ

るようです。折り紙では，露出した脳といわれる指先をたくさん使いますが，それによって育つ力について

は，次のようなことが言われます。 

 まず「器用」になります。一枚の紙を角をそろえてきちんと折るという行為を繰り返すことが手先の訓練

となり，指先に力が入るようになるのです。きちんと角をそろえることは，なかなか難しいです。しっかり

と両手を使い，端と端を合わせて折ることで，左右の手をバランスよく使い，指の訓練になっています。 

 さらに「丁寧さ」が身に付きます。簡単なものであれば，少々紙がずれても形になりますが，複雑なもの

を折ろうとしたときには，しっかり角をそろえて，一折り一折り丁寧に折っていかなければ完成しません。

紙飛行機などは，折りの丁寧さが飛び方に反映されるので，分かりやすいです。折り紙を上手に折るために，

自然に丁寧にする習慣が付いてきます。 

 そして「集中力」が付きます。折り方を覚えないと形にならないので，覚えるまで何回も折ります。小さ

な紙で作品を作ろうと思うと，指先に気持ちを集中しないとできません。ピョンピョンガエルのように，小

さなカエルほど良く跳ぶとなると，自然に夢中になります。 

いろいろな形が折れるようになるほど，集中力も付いてきま 

す。 

 おまけに「図形学習が得意な子」になります。なぜなら， 

折り紙は，正方形をしていますが，半分に折ったら三角形や 

長方形になり，角をそろえて折るとその折り線は，角の二等 

分線になっています。難しい理屈は分からなくても，体験を 

通して，知らず知らずの間に図形の学習をしていることにな 

るのです。 

 右の紙を切り抜いて「鶴」を折ると，本物の鶴の模様に似 

た折り鶴ができあがります。鶴を折れない子が増えていると 

聞きます。この機会に親子でいかがでしょうか。 

（今月の参観日には，玄関にカラーのものを用意しましたが， 

３学期中は，常時校長室前に置いてありますので，よろしか 

ったら，お持ち帰りください。）   

 

 
 

令和５年度 旭川市立永山南小学校 学校通信  ２月号     ２月２９日発行 

永山南小学校教育目標  

令和５年度 重点教育目標 『認め合い 支え合い 高め合う 南っ子の育成』 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寒さが心配な日もありましたが，各学年 2 回のスキー
学習を実施することができました。日中はコンディショ
ンもよく，元気よく学習に取り組むことができました。 

 
 
１日（金）PTA 交通安全ボランティア登校時・下校時 １９日（火）第４４回卒業式（午前授業） 

放課後巡視                ２０日（水）春分の日  
５日（火）6 年生を送る会               ２５日（月）修了式・離任式（午前授業） 
８日（金）中学校乗り入れ授業（6 年生）       ２６日（火）年度末休業 （～３／３１） 

１５日（金）卒業式総練習（4，5，６年生）          ４月５日（金）令和６年度始業式 

 冬休み前に行わせていただいた「インターネット利用に関
するアンケート」では，ゲームやスマートフォンなどメディア
を利用している時間について２時間以上と回答したご家庭が
全体の半分以上あることがわかりました。その後の冬休み明
けには，今年度最後の「生活リズムチェックシート」「ＬＳチ
ャレンジシート」を,各ご家庭にご協力いただき,お子様と一緒
に取り組んでいただきました。振り返りのコメントでは，「メ
ディアを使用する時間を意識して生活することができまし
た。」など，前向きなものが多く書かれていました。今後も，
メディア活用の時間に気を付けながら，学習や読書の時間を
広げていけるようご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

今年度最後の参観日を実施することができまし
た。学年末となり，この１年間の成長した子どもた
ちの姿を御覧いただくことができました。その後の
学年・学級懇談にも多くの保護者の皆様にご参加い
ただきました。ありがとうございました。 

 
 

幼保・小の連携を深める授業参観と懇談会 
小学校から中学校へのスムーズな接続を行って

いくために，永山地区の小学校・中学校が学習や生
活の取組について検討し，連携して進めています。  
今年度は 2 月 27 日(火)に永山南中学校から先 
 

永山地区小・中の連携合同会議 

1，2 年生の授業参観を
実施しました。各園の先生
方からは，子どもたちの成
長した姿への感心のお言
葉をいただきました。その
後の懇談でも幼・保と小で
情報交流をしました。 

全員が体育館に集
まる集会は4年ぶり
となります。４年生
以下の児童にとって
初めての集会です。 
静かに集会に参加

する高学年の姿を見
て学ぶ，貴重な機会
となっています。 

４年ぶりに新１年生 1 日入学が行われました。現
１年生と4月から最上級生となる５年生が制作や運
動で交流しました。落ち着いた新１年生と立派なお
兄さんお姉さんの姿が印象的でした。 

 
 

生が来校し，５・６年生を対象に
「中学校教室」と３月８日に，６年
生を対象に外国語の「乗り入れ授
業」を実施する予定です。 

Ｑ.どのくらいの時間利用していますか 


